
委
員
長
（
党
議
員
）
の
提
案
で

請
願
採
択

六
月
の
議
会
で
は
「
継
続
」
に
な
っ

て
い
た
「
請
願
」
。
九
月
の
建
設
委
員

会
で
委
員
長
（
共
産
党
議
員
）
が
、

「
今
議
会
で
採
択
で
き
る
よ
う
お
願
い

し
て
い
た
が
、
検
討
状
況
は
い
か
が
か
」

と
各
会
派
の
意
見
を
聞
く
な
か
、
い
ろ

い
ろ
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
が
、
論
議

の
結
果
、
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し

た
。第

２
回
定
例
会
で
共
産
党
は
採

択
を
主
張
、
自
民
党
な
ど
三
会
派

が
継
続

六
月
一
七
日
の
委
員
会
で
は
、
請
願

代
表
者
か
ら
「
定
期
借
家
制
度
、
事
業

仕
分
け
と
か
問
題
」
が
で
て
き
て
い
る

が
、
「
安
心
し
て
住
め
る
よ
う
に
願
っ

て
い
る
」
旨
の
補
足
説
明
を
受
け
審
議

し
ま
し
た
。

党
委
員
は
、
「
住
宅
は
生
活
を
営
む

上
で
不
可
欠
で
、
（
憲
法
第
２
５
条
の
）

生
存
権
と
不
可
分
」
、
「
安
心
し
て
住

み
続
け
ら
れ
る
よ
う
願
う
の
は
当
然
で
、

国
は
そ
れ
を
保
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
、
公
団
住
宅
の
み
な
さ
ん
は
「
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
」
と
、
請
願
に
賛

成
し
、
採
択
を
主
張
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
自
民
党
は
「
国
の
今
後
の

見
通
し
が
不
透
明
な
中
、
も
う
少
し
勉

強
が
必
要
」
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
民
主
は

「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
見
直
し
て
い
る
、

そ
の
辺
も
研
究
し
た
い
」
、
み
ら
い
は
、

請
願
内
容
に
「
Ｕ
Ｒ
そ
の
も
の
の
民
営

化
、
改
革
の
見
直
し
の
項
目
が
あ
る
、

私
は
譲
れ
な
い
」
な
ど
と
三
会
派
が

「
継
続
」
を
主
張
、
採
決
の
結
果
、
賛

成
多
数
で
継
続
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

ＵＲ住宅居住者の居住の安定を求める意見書

全会一致で議決、総理大臣などに送付

Ｕ
Ｒ
賃
貸
住
宅
の
再
編
方
針

見
直
し
な
ど
を
要
望

第
二
回
定
例
区
議
会
（
六
月
）
に
、
Ｕ
Ｒ
賃
貸
住
宅
（
旧
公
団
住
宅
）

居
住
者
の
居
住
安
定
を
求
め
る
意
見
書
等
採
択
を
求
め
る
請
願
が
団
地

自
治
会
か
ら
提
出
さ
れ
、
第
三
回
定
例
区
議
会
、
十
月
八
日
の
本
会
議

で
「
意
見
書
」
が
全
会
一
致
で
議
決
さ
れ
、
総
理
大
臣
、
国
土
交
通
大

臣
宛
に
送
付
さ
れ
ま
し
た
。

裏
面
に
意
見
書
を
掲
載

熊
田
ち
づ
子
で
す

日
本
共
産
党
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こんにちは 熊田ちづ子です日本共産党

無料なんでも相談会 毎月12日（日・祭日の場合は１３日） １８時～ 事前にご予約ください




